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７  会議の概要  

委員長    令和元年９月定例会の建設委員会を開会いた

します。 

〔報道機関のテレビカメラ撮影を許可〕 

委員長    審査に先立ち、委員会記録の署名委員に、竹

田委員、小西委員を指名いたします。 

当委員会に付託されました各案件の審査につ

いては、各部局単位とし、お手元に配付して

あります委員会審査順序のとおり行う予定で

あります。  

これより、消防局所管分の議案の審査を行い

ます。 

議案第１３６号  富山市消防団条例の一部を

改正する条例制定の件、 

議案第１３７号  富山市手数料条例の一部を

改正する条例制定の件、 

以上２件を一括議題といたします。 

これより、順次、当局の説明を求めます。 

総務課長   〔議案説明資料により説明〕 

委員長    これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。  
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竹田委員   議案第１３６号の富山市消防団条例の一部を

改正する条例制定の件について、今、説明が

あったとおりの改正が行われるわけでござい

ますが、団員不足と言われている消防団への

影響等、直接的に直ちに、あるいは将来この

改正によりどのような影響があるのかについ

て御所見を求めます。  

総務課長   先ほど説明させていただきましたが、これに

つきましては、成年後見制度を利用される方

の人権の保護だけを目的としておりますので、

団員の採用に関しては直接的に影響するもの

ではないというふうに考えております。 

委員長    ほかに質疑はありませんか。 

〔発言する者なし〕 

委員長    ほかにないようですので、これをもって議案

の質疑を終結いたします。 

これより、議案第１３６号、議案第１３７号、

以上２件を一括して、討論に入ります。 

討論はありませんか。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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委員長    討論なしと認めます。 

これより、議案第１３６号、議案第１３７号、

以上２件を一括して、採決いたします。 

各案件は、原案のとおり決することに御異議

ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    御異議なしと認めます。 

よって、各案件は原案可決されました。 

以上で、消防局所管分の議案の審査を終了い

たします。  

次に、報告案件として提出されている 

報告第３７号 専決処分報告の件（損害賠償

請求に係る和解の件）中、専決第１５号 

を議題といたします。  

これより、当局の説明を求めます。 

総務課長   〔議案書により説明〕 

委員長    これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    ないようですので、これをもって質疑を終結
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いたします。 

なお、ただいまの報告案件につきましては、

議決不要のものです。  

次に、消防局所管分で、議案及びただいまの

報告以外に何か質問はありませんか。 

堀江委員   先ほど火災の件数が増加しているということ

で、放火が増加の要因ではないかという話が

ありました。 

振り返ると、本年７月に京都アニメーション

の放火事件がございまして、そのときはガソ

リンを使っての放火だったということでござ

います。 

それに対して国から通達があったと思います

が、富山市では何か対策をとられたのか、あ

るいはとろうとしているのか伺います。 

予防課長   ただいまの委員の御質問の火災につきまして

は、今入院中の容疑者がガソリンスタンドで

購入したガソリンをまいて火をつけたという

ふうに見られていることから、市内に１３６

カ所あるガソリンスタンドの事業主に対しま

して、国からの通知に基づきまして、ガソリ

ンを容器に詰めかえて販売する際は消防法令

に適合した容器で販売するなど消防法令の遵

守の徹底をするとともに、ガソリンを購入さ
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れる方の身分証の確認、使用目的の問合せ、

それらの販売記録の作成を要請したところで

ございます。 

堀江委員   今３つ言われましたが、だからといって、悪

いことを考えれば、くぐり抜ける可能性はな

きにしもあらずなのですけれども、これがせ

めてもの抑止力になると思いますので、また

今後、さまざまな観点から十分に対策をとっ

ていただきたいと思います。  

尾上委員   先日の本会議で橋本議員が質問した件で、時

間切れで答弁いただけなかったことについて

少しお伺いしたいと思います。 

消防艇「神通」についてですけれども、平成

３０年の出動状況について、令和元年度版の

消防年報に記載してあり、全部で４６回出動

しましたということになっておりますが、そ

のうち水難救護による出動は９回あったとい

うことになっております。 

先日の質問にもありましたこれらの出動で、

昨年に限ったわけではないですが、船舶の老

朽化や装備の古さ等による不都合はなかった

のか、お聞かせください。 

警防課長   本市の消防艇「神通」の活動につきましては、
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平成２６年から現在までの過去５年間で水難

救助活動などに２０件出動しております。 

また、定期点検時などで指摘を受けました老

朽化による不備箇所につきましては、優先順

位をつけまして随時修繕を行っております。  

そういう関係で、今まで活動に支障を来した

ことはございません。  

尾上委員   古い船体ですので、これからも  海のレジャ

ーが多くなってきておりますし、過去には結

構大きな事故等も発生しております。そんな

ときに大きい船を使うということはあまりな

いのかもしれませんが、十分整備していただ

いて、先日の市長の答弁にもありましたけれ

ども、早急にそういった検討をしていただい

て、富山市のみならず、富山県全体として水

難事故に備えていただければというふうに思

っております。  

以前、水上バイクを導入されました。導入し

てこれで２年ぐらいたっていると思いますが、

この水上バイクの運用体制と出動状況につい

てお伺いいたします。  

警防課長   水上バイクにつきましては、平成３０年７月

に運用を開始しております。水上バイクは富

山北消防署の海上分遣所に配置して通年運用
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しております。  

富山市内の沿岸は網羅することができまして、

海岸から約３．７キロメートル以内の海域を

航行区域としております。 

海洋レジャーが盛んになる６月から９月末ま

での間は浮き船台に係留いたしまして、迅速

な出動体制をとっているところでございます。

しかしながら、夜間の運航は行っておりませ

ん。  

出動状況につきましては、運用開始から３件

の出動がございまして、ゴムボートで釣りを

しておられ、沖へ流されて沿岸へ戻れなくな

ったという方を含めまして、３名の方を救助

しております。  

尾上委員   私も以前ボートの免許を取りまして、当時は

釣りに来ていたものですから、レジャーで水

上バイクで遊んだりしたこともあるのですが、

スピードも結構出ますし、小回りもききます

し、非常にいいと思うのですけれども、これ

は今現在１台です。１台あれば十分かなとい

うようなこともあるのかもしれませんけれど

も、今後救助をする上で、もう少し違うとこ

ろにも配備が必要だとか、例えば水橋などに

行きますとマリーナもありますし、釣りがで

きるところもあるので、そういったところの
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近くに配備というような考えはないですか。  

警防課長   今ほども言いましたように、運用開始から３

件の出動ということで、まだまだ件数が少な

いということもございますし、今委員がおっ

しゃいました水橋漁港へは６分ちょっとで到

着することができます。 

そういう関係から見ましても、これからもっ

ともっと件数が増えたり、そういうことが出

てきましたら、もう少し検討していかなけれ

ばいけないのかなと思っております。 

五本委員   昨夜６時半ころに海上分遣所の前を通ったの

ですが、ちょうど消防艇が帰ってきました。

何かあったのでしょうか。 

委員長    出動があったかどうかということですか。  

五本委員   午後６時半前後に消防艇が帰ってきました。

接岸したわけです。入ってくるところに遭遇

したわけで、分遣所のすぐ裏のほうですから、

港内を回ってきたのか、灯台の外から入って

きたのか、それは僕は見ておりませんけれど

も、灯台の向こうから入ってきたとすれば、

何か事故でもあったのかと。  
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消防局長   特に報告等は受けておりません。訓練航海も

しておりますし、やはりその日の乗組員の顔

ぶれが違うなどということもございますので、

ちょくちょく訓練航海もしております。その

一環かなというふうに今思っております。 

五本委員   昨夜は相当風があったのです。浜は風が本当

に強いのですよ。風のせいで警戒か何かで巡

回してこられたのかなと思って、御苦労だな

と思って見ていたわけでありますけれども、

ただ何かあったら聞きたかっただけですので、

これで終わります。 

委員長    ほかに何かありませんか。  

〔発言する者なし〕 

委員長    ないようですので、この程度にとどめます。 

以上で、建設委員会消防局所管分を終了いた

します。 

午前１０時２２分  休憩  

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

午前１０時３５分  再開  

委員長    引き続き、建設委員会上下水道局所管分の議
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案の審査を行います。  

議案第１３５号  富山市水道事業給水条例の

一部を改正する条例制定の件  

を議題といたします。  

これより、当局の説明を求めます。 

上下水道局次長 〔議案説明資料により説明〕 

委員長    これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。  

村上委員   水道法の改正の趣旨などは委員全員承知して

いるものとして質問いたします。  

改正の趣旨の中に、指定給水装置工事事業者

制度の改善ということがあろうかというふう

に思っております。 

これは全国的な背景をもとに法が改正された

わけでありますが、資質の不保持だとか実体

との乖離だとかというようなものは、富山市

においてはあるのですか。 

給排水サービス課長 富山市におきましては、実際、不明業者とい

ったものにつきましては、今現在３９８社中

２社しかおりません。  

というのは、本市のほうでは、以前から指定

業者に対しまして、給水装置工事に関する事
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務要領や施工基準の改正等について説明する

講習会を毎年独自に開催しておりまして、そ

こに必ず参加するよう促すことによって実態

を把握しているところであります。 

また、現在のところ、全国的に言われている

連絡不通や対応が遅いだとかという利用者か

らの苦情は発生しておりませんけれども、今

回の改正水道法の規定により、本市において

も更新制度の導入が必要となるため、条例の

改正を行うものであります。  

委員長    ほかに質疑はありませんか。 

〔発言する者なし〕 

委員長    ほかにないようですので、これをもって議案

の質疑を終結いたします。 

これより、議案第１３５号の討論に入ります。 

討論はありませんか。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    討論なしと認めます。 

これより、議案第１３５号を採決いたします。 

本案件は、原案のとおり決することに御異議

ありませんか。  
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    御異議なしと認めます。 

よって、本案件は原案可決されました。 

以上で、上下水道局所管分の議案の審査を終

了いたします。  

次に、 

契約金額１億５，０００万円以上の工事請負

契約について 

当局の報告を求めます。 

契約出納課長 〔委員会資料により説明〕  

委員長    ただいまの説明について、何か質問はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    ないようですので、この程度にとどめます。 

次に、上下水道局所管分で、議案及びただい

まの報告以外に何か質問はありませんか。 

竹田委員   建設分科会の冒頭に上下水道局長から９月１

０日発生の濁水について大変詳細で懇切な説

明があり、またこの現象が勃発して以来、私

とも大変密に連絡をとっていただき、大変誠
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意ある作業をしていただき、ありがとうござ

います。 

それに関連して一、二点質問したいのですが、

配水池のポンプに連動した電動弁のふぐあい

ということでございますので、こういったこ

とは他の配水池でも起き得るのでしょうか。  

もしも起き得るとすれば、原因はまだしっか

りわかっていないということでしたが、事前

防止策として点検するとか、何か方法がある

のでしょうか。  

上下水道局次長 今ほどの御質問ですけれども、上下水道局長 

（技術担当） も冒頭にちょっとお話をしましたように、今

回、原因がまだ判明していない状況でござい

ますので、まず各施設の電気機械関係の総点

検を指示しております。 

その上で、通常、配水池が低水位になります

と警報等で知らせるのですけれども、今回は

西番配水池自体が満水の状態だったので警報

も発報されなかったということを踏まえて、

警報自体の設定の検討もしてまいりたいとい

うふうに考えております。 

竹田委員   了解いたしました。  

もう１つは、先ほど本当に詳細にわたってル

ールを説明いただいたので、大変御苦労が多
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いとわかったわけでございます。  

最初に伺った１０日の時点では、今晩中には

何とかなるのではないかというようなお話を

いただいていたのですが、今ほど  大変なこ

とだったのは私も承知しておりますけれども、

１３日までずれ込んだことについて、別に何

日までに復旧するということをホームページ

で案内していたわけではございませんが、そ

の辺の思いはいかがでしょうか。  

上下水道局長 先ほど御説明したと思うのですが、西番配水

池について私の認識がちょっと甘かったのか

もしれませんが、西番配水池からは放ってお

いても自然流下で水は流れる、そういう勾配

をとってあるのですね。 

ところが、地図を見ますと、月岡地区の一部

 南側ですとか熊野校区の南側は、標高が高

いように見えるのですね。 

私は、多分これはポンプを動かさないと水は

通らないのだろうと勝手な解釈をしておりま

した。ポンプは壊れていないので、弁が開か

なかっただけなのだから、それが電気的にう

まく作動さえすれば、濁り水の解消にはそん

なに時間がかからないだろうというふうな認

識を持っていたのですが、本当は別に標高は

高くなくて、なおかつ配管の中に入った空気
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をなかなか出し切れない。 

要するに単純な考え方で、標高が高ければ空

気は高いところに逃げますから、そこへ水を

ばっと出せば全部出ていくと思ったのですが、

そうではないと。  

となると、断水をして一気に濁りを解消する

という方法もあることはあるのですね。とこ

ろが、住民の皆さんに大変な御不便をおかけ

するということになりますから、それはだめ

だと。 

では、水の使用量が比較的少ない夜間に、集

中的に濁りを取る洗管作業もしようとしまし

たが、それがなかなか  管の中を空気が自由

に動くものですから、なかなか取り切れずに、

丸３日間かかってしまったということでござ

います。こういう配管の構造といいますか、

地理的なものもこれから十分、私も含めて現

場の人間も多分、改めて再認識したのだろう

と思いますので、その辺を十分念頭に置いて、

今後ほかの地域で万が一このようなことが起

こった場合には、その辺を十分考慮しながら

対処してまいりたいと思っておりますので、

またよろしくお願いいたします。  

竹田委員   今の御説明を伺っておりまして、標高差、低

いところから高いところへ流れているという
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ことでございました。  

これとは別に、もう１点だけ質問させてくだ

さい。 

東部校下にあります東緑、西緑のいわゆる月

岡緑町団地地域し尿処理施設が令和３年には

廃止になると。令和元年、２年にかけて工事

をして、既設の基幹網に接続して、最終的に

は浜黒崎浄化センターにつなぐと、こういう

ことになっておりますけれども、その跡地と

いうのは何か考えておられるのですか。施設

の跡地は、そんなに広くも狭くもないと思う

のですが。  

下水道課長  今のし尿処理施設につきましては環境部の所

管ということで、環境部のほうで今後どうし

ていくかということを検討されるというふう

に伺っております。 

五本委員   私も幾つかあるのですが、建設分科会の冒頭

に上下水道局長が長々と説明されましたので、

その件については何も言いません。 

８月からだったかな  消化ガス発電は今、順

調にいっておりますか。 

下水道課長  消化ガス発電につきましては、供用開始から

２カ月目に入っておりますけれども、今のと
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ころ機器類のトラブルもなく、順調に発電で

きております。今のところはそのような形で、

順調に発電のほうは進んでおります。 

五本委員   今、北部地区でこういうデマが飛び交ってい

るのです。「浜黒崎浄化センターも長くたっ

たね」と。「五本さん、あんたが初めて当選

されたころではなかっただろうか」と。振り

返ってみたらそうなのですね。 

僕は昭和５４年に旧富山市議会に入ってきて、

１期目から建設委員会の委員になって、では

ということで現地に行きまして、行ったら、

一番大きいつなぐところがもうでき上がって

きていたと。あそこを見てきましたからね。

そこまで歩いて行っておりましたら  途中は

カットして、どういうことを言っているのか

といいますと、浄化センターの運営協議会は

何かあるのですかね。そこに入っているはず

の人が言っているものだから、えーっと思っ

たのだけれども、もうぼちぼちと建てかえな

ければならないと。それはわかるのですけれ

ども、西側の日方江の土地を買収して全部建

てるのだと。こういう話を聞かれたことはあ

りますか。  

上下水道局長 おっしゃった運営協議会というのが地元の住
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民の方の代表とございまして、その話合いの

中で、西側に広大な田んぼがあるのですが、

ここで建てかえしないのかというようなこと

をおっしゃった方はいます。  

ただ、その御意見が出たときには、当時の上

下水道局長のほうからも、いや、今のところ

そういう計画というのは私どもでは持ってい

ないと。今ある施設をどれだけまで延命化を

していけるのか、それと同時に耐震化もあわ

せてやっていく考えなので、隣の広大な敷地

のほうに全く新しいものを建てかえするとい

う考え方はないですよということはきちんと

お話はしてあるはずなのです。 

五本委員   そうしたら、今度また来られたら そういう

件で足を運んで来られてもこちらも困るので、

あり得ませんと言ってもいいですね。 

上下水道局長 そのとおりでございます。  

尾上委員   先ほどの濁りの御説明の中で、１つお伺いし

ます。 

ポンプがとまって弁があかなかったものだか

ら自然流下ができなかったということなので

すけれども、プログラムといいますか、我々

の世界ではシーケンスと言いますけれども、
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例えばポンプがとまって弁があかなければい

けないのに一定時間たってもあかない場合に

はもう１回ポンプを運転するとか、何かその

ような工夫も 点検とかも非常に重要だとは

思うのですけれども、そういったようなこと

とか、水位だけで見るのではなくて、今ほど

言った一定時間たっても弁があかなかったら

警報を出すというようなことも考慮していた

だければというふうに思うのですが。 

上下水道局長 尾上委員がおっしゃるとおりです。 

水位が下がれば警報が鳴ります。ところが、

水が流れる量は計測しているのですが、水が

流れなかったら警報が鳴るという、その仕組

みがなかったものですから、今おっしゃった

とおり、何か工夫をして、そういった警報が

出るようなものも導入していかなければいけ

ないのかなと思っておりますので、その辺も

十分含めた上で検討してまいりたいと思いま

す。  

尾上委員   よろしくお願いします。 

台風１５号で千葉県が大きな被害を受けて、

いまだに電力の供給ができていない地域が少

しあるというような報道がされております。  

先日テレビをたまたま見ておりましたら、電
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気がとまったら、水道や下水道などの送水が

できなくなったとか、下水道のくみ上げポン

プが動かなくなったとかということで、千葉

ではバキュームカーを出して汚水をくみ上げ

て処理場に運んでいるというような報道があ

りました。  

上水道というのは割と給水車を出すなりして、

不便ではありますけれども、ある程度できる

と思うのですが、汚水というのは非常に難し

い問題があるというふうに思うのです。拠点

の汚水をくみ上げるポンプとか、小さなポン

プもたくさんあると思うのですけれども、全

てにちゃんとした設備が整うというのは非常

に難しいと思うのです。本市の対策、対応は

どういうふうになっているのか、お聞かせい

ただけますか。  

下水道課長  本市における下水道のポンプ施設の停電時の

対応といたしましては、岩瀬汚水中継ポンプ

場をはじめといたします重要なポンプ施設に

つきましては、自家発電設備もしくは２系統

受電設備、こういったものを備えております。 

また、マンホールポンプ等の小規模なポンプ

施設につきましては、外部接続受電設備とい

うものを備えておりまして、要は発電機をつ

なげるような構造になっており、発電機を接
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続することで対応することとなっております。 

そのほか、日本下水道管路管理業協会をはじ

めとする各種団体と災害協定を締結しており

まして、有事の際には状況によりバキューム

車の出動や発電機の運転、運搬等について御

協力いただくような体制となっております。  

尾上委員   非常に心強いなというふうに思います。 

北陸電力も長期停電にならないように一生懸

命やっておりますので、めったなことはない

というふうには思いますけれども、停電はし

ていてもトイレはちゃんと使えるとか、市民

が安心して使えるような取組みをしていただ

ければと思います。 

もう１点、千葉で非常用につけた発電機が盗

まれるというようなことも発生しております

ので、そういったマンホールポンプなどの小

さな発電機を使用する際には、そういったこ

とにも考慮した対策を今のうちに考えておい

ていただければいいかなというふうに思いま

す。これは意見です。  

小西委員   水道管の老朽化に伴う埋設水道管などの破裂

事故の発生数などは前年と比べてどういうふ

うになっているのか。それから、それに伴う

最大の給水休止時間などがもしわかればお答
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え願います。 

上下水道局次長 給水管とは別に、本当の道路に入っている配 

（技術担当） 水管の修繕の実績ですけれども、概ね毎年１

００件程度で、特に急に多くなったりすると

いうことはなく、逆にちょっと少なくなって

きているような状況でございます。 

老朽管につきましては、配水事業として配水

幹線の耐震化を進めているのと同時に、当然

老朽化の整備も進めております。  

お尋ねになられました事故による時間という

のは、その事故によってまちまちであるもの

ですので一概に言えないのですけれども、基

本的には同じような対応としまして、今回、

月岡でもありましたように給水車なり、周り

に周知をしながら、とめられるところと通水

できるところを分けながら修繕をしていくと

いうような時間をとっております。 

委員長    ほかに質問はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    ほかにないようですので、この程度にとどめ

ます。 

以上で、建設委員会上下水道局所管分を終了
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いたします。 

午前１０時５７分  休憩  

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

午前１１時３０分  再開  

委員長    引き続き、建設委員会活力都市創造部所管分

の議案の審査を行います。 

議案第１４０号  工事請負契約締結の件（富

山駅北口地下広場整備（その１）工事）、 

議案第１４１号  工事請負契約締結の件（富

山駅北口地下広場整備（その２）工事）、 

以上２件を一括議題といたします。 

これより、順次、当局の説明を求めます。 

富山駅周辺 〔議案説明資料により説明〕  

地区整備課長  

委員長    これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。  

村上委員   富山駅北口地下広場整備（その２）工事につ

いて確認でございますが、内装撤去というの

は、あのからくり時計のことなのでしょうか、

そうではないのでしょうか。  
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富山駅周辺 この工事は耐震補強ということで、壁面にコ 

地区整備課長 ンクリートを継ぎ足して厚くして補強する工

事でございます。  

そのために今壁面に、例えば石で化粧とかし

てあるものがありますが、それを１回撤去し

て復旧する工事となっております。 

この工事に対してからくり時計は影響ござい

ませんので、からくり時計につきましてはそ

のまま存置することとしております。 

五本委員   工事請負契約締結の件はその１もその２も全

部地下広場が関連してくるわけですから、一

緒にしようと思えばできるわけですが  これ

は２つとも日本海建興がするのでしょう  分

けなければならない理由が何かあったのです

か。  

富山駅周辺 その１工事というのは、業種でいくと土木工 

地区整備課長 事でございます。その２工事というのは実は

建築工事でございます。 

それこそ建築業者がコンクリート打設もでき

ますし、土木業者も、例えば地下広場の中に

はいろいろな電線なり、そういった設備もあ

るのですけれども、工事をすることは当然可

能かとは思いますが、工事の品質をしっかり

確保するために、業者を別々に業種で分けて
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発注したほうがいいのではないかというふう

に考えまして、建築のほうで一般競争入札、

土木のほうで一般競争入札ということで別々

に募集しましたところ、結果としてこうなっ

たということでございます。  

五本委員   結果としてこうなったということですね。結

果として受けとめておきます。 

委員長    ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    ほかにないようですので、これをもって議案

の質疑を終結いたします。 

これより、議案第１４０号、議案第１４１号、

以上２件を一括して、討論に入ります。 

討論はありませんか。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    討論なしと認めます。 

これより、議案第１４０号、議案第１４１号、

以上２件を一括して、採決いたします。 

各案件は、原案のとおり決することに御異議

ありませんか。  
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    御異議なしと認めます。 

よって、各案件は原案可決されました。 

以上で、活力都市創造部所管分の議案の審査

を終了いたします。 

次に、 

富山市立地適正化計画の変更について 

当局の報告を求めます。 

都市計画課長 〔委員会資料により説明〕  

委員長    ただいまの説明について、何か質問はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    次に、活力都市創造部所管分で、議案及びた

だいまの報告以外に何か質問はありませんか。 

竹田委員   近年、市街地再開発に伴ってマンション建設

が非常に増加しているということでございま

す。それに関連した質問を幾つかさせていた

だきたいと思います。  

まず第１に、この再開発事業で建設されたマ

ンションの売却状況はどのような状況でしょ
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うか。 

都市再生整備課長 まず、最近できました総曲輪三丁目地区  富

山西武の跡地ですけれども、そのマンション

につきましてはことしの５月に完成したとこ

ろでありまして、６月下旬から順次引越しが

始まっております。 

マンションの売行きにつきましては、マンシ

ョンが全部で２０６戸あるのですが、そのう

ち１８１戸が現在売約済みであると聞いてい

ます。マンションディベロッパーによれば、

売行きは好調とのことであります。 

なお、これまで再開発事業で整備したマンシ

ョンにつきましては、全て売却済みとなって

おります。  

竹田委員   今ちょっと聞き取れなかったのですが、総曲

輪三丁目の富山西武跡地のマンションは、全

部売却済みですか、まだ残っていますか。 

都市再生整備課長 総曲輪三丁目につきましては、２０６戸ある

のですけれども、今１８１戸が売約済みなの

で、まだ残っています。 

竹田委員   まだ残っていると。わかりました。  

２つ目として、随分たくさんのマンションが



28

供給されて売却されているのですが、一体全

体どういう人たちが買っているのか。県外の

人、県内の人、あるいは年齢層なり、そうい

ったものについてわかるのであれば教えてい

ただきたいと思います。 

都市再生整備課長 正確には調査しておりませんけれども、マン

ションディベロッパーなどに聞いたところに

よりますと、購入者は５０代以上の方が多い

と。県外の方も一部おられますが、県内の方

が多いというふうに聞いております。 

竹田委員   ５０代以上の方が多いと。それと、県内の方

が多いということですか。 

都市再生整備課長 県内です。 

竹田委員   それはおおよそ何％ぐらいですか。  

五本委員   竹田委員の質問もわかるのだけれども、都市

再生整備課長にはプライバシーにかかわって

くるような答弁は控えてもらってください。  

質問の制限についても委員長のほうで、そこ

まではいいのではないかとか何かやらないと、

プライバシーにかかわってきます。 
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委員長    わかりました。  

竹田委員に申し上げます。プライバシーにか

かわる質問まではしないようにお願いいたし

ます。また、都市再生整備課長もプライバシ

ーにかかわるところまでは答弁をなさらない

ようにお願いいたします。 

竹田委員   わかりました。失礼しました。  

県内の方が多いということであれば、再開発

事業によるマンションの売行きが富山市の人

口増加に寄与しているのかどうか。すなわち

何を言いたいのかというと、要するに、郊外

におられた人は家族構成の変化によりマンシ

ョンを買う。親世帯、子世帯で水平移動して

いるだけというようなことも考えられると思

うのですが、人口増加に関する寄与というも

のをどのように認識しておられますか。 

都市再生整備課長 中心市街地の人口は、近年、社会増加を維持

しているところなのですけれども、特に再開

発事業などでマンションが完成した年は大き

く増加する傾向があります。  

ちょっと古いですが例を挙げますと、マンシ

ョンが新たに建設されました平成２２年はプ

ラス１１２人、平成２４年はプラス１８７人

となっておりまして、おのおのその前年がプ
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ラス２２人とプラス２８人でありますので、

大きく増えていることから、マンションは人

口増加に大きく寄与しているものと考えてお

ります。 

竹田委員   何となく県内の人が多くて  確かに市街地は

人口増加になっているかもしれないですが、

富山市で言うと旧町村部から移ってくる、あ

るいは県内で言うと南砺市のほうから移って

くると。本格的な人口移動  県外からの人口

を吸収するという面では理屈に合わないと思

うのですが、いかがでしょうか。  

活力都市創造部長 まちなかのマンションの居住者の従前の住所

がどこだったのか、先ほど都市再生整備課長

のほうからは県内の方が多いというようなこ

とを言いましたけれども、実際には、ひとえ

に個人情報にかかわることであります。市と

してはある程度、開発事業者、ディベロッパ

ーの方から可能な範囲内で大体どのあたりか

ら、県外の方が多いのかなとか、県内の方で

すかということはお聞きすることはできます

が、きちんとした数字として統計をとること

はなかなか難しい面がございます。今委員が

おっしゃった趣旨の質問  県外からの転入人

口の増加に幾ら寄与しているかということに
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ついては明確にお答えすることはちょっとで

きません。  

竹田委員   今後もどんどん建つと思うのですが、今後の

需給の見通しを当局ではどのように認識して

おられますか。  

都市再生整備課長 先ほども言いましたように、マンションはか

なり好調に売れておりますので、ディベロッ

パーのヒアリング等によりましても、かなり

投資意欲は大きいものですから、まだまだで

きるものだと考えています。  

竹田委員   私は今、４つも５つも立て続けに質問しまし

たが、誤解のないように言っておきますけれ

ども、決して否定的な物の考え方をしている

わけではなく、むしろ肯定しています。 

私もきのう勉強しました。勉強して専門家の

話も聞いたりしました。 

景気の大幅な後退がない限り当面  当面とい

っても、短期的にも中期的にも順調で死角は

ないと。需給の見通しについても、ある程度

はめどはつくのではないかと。ただし、注意

深く見守っていかなければいけないというこ

とであります。申し添えておきます。 

それから、問題は３０年、４０年後の老朽化
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対策、いわゆるスラム化の問題なのですね。  

これは誰も答えられない。私も３５年後にな

ったらこの世におりませんので、見定めるわ

けにもいきませんし、誰も答えられない。し

かし、これは皆さん等しく問題になる可能性

は十分にあるということなのですね。 

それについて何か見解はありますか。 

活力都市創造部次長 おっしゃるとおり、東京とか大阪とか大都市  

（技術担当） 圏では、高度経済成長時代にたくさんマンシ

ョンが建ちまして、今現在おっしゃるような

ことが少し問題にはなりつつございます。 

富山市におきましては、当時それほど多くマ

ンションは供給されていなかったことから、

それほど大きな問題は顕在化していないとい

うのが現状だと思っております。  

ただ、おっしゃるような老朽化については、

大都市圏でいろいろ問題になっておりますの

で、国においても、建てかえなどについては、

全員同意であったものがそうではないという

ようなことに、少しずつハードルを下げつつ

あります。そういった国の状況とか、あるい

は他都市の状況を見ながら、市としても今後

のそういった問題に備えていく必要はあると

いうふうに思っております。  
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竹田委員   私もきのう勉強した結果、やはりマンション

の捉え方を考え直さなければいけないと。 

富山は持ち家率が高くて、郊外に一戸建てを

建てるのが夢だという考え方 私ぐらいの年

代ではそうだと思いますが、どうも今は全然

そうではないということで、家族単位で融通

し合って、要するに、マンションと戸建ての

すみ分けができている時代なのだということ

も知りました。  

だから、３５年後のいわゆるマンションの空

き家対策とも言えるのですが、このポイント

は、中古マンション市場が健全に育つか。そ

れからマンションの維持管理。要するに、大

規模修繕、中規模修繕、小規模修繕を的確に

やっていくか。それから、居住者においては、

不備なところはリフォームなどにしっかり取

り組んでいくということによってスラム化は

防げると、こういうことだろうと思います。  

スラム化ということがわかりにくかったら、

具体的に名前を挙げるのははばかられますが、

富山駅前にあったホテルを今度、西松建設が

建てかえすることになっていますが、あのよ

うな状況を言うわけでして、それが今後の最

大の懸念だということですので、十分留意し

てそのことに取り組んでいただければと思っ

ております。 
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村家委員   今の質問に関連してですけれども、総曲輪三

丁目の再開発ビルの商業テナントの状況はど

うなっていますか。 

都市再生整備課長 商業テナントにつきましては、再開発組合に

よれば、１階部分はフードマーケットとして、

富山の食を楽しむ施設となるとされておりま

す。現在、魚、肉、ベーカリー、カフェ、和

食、フレンチ、イタリアンなど１０店舗程度

が出店する計画となっておりまして、全て富

山県内の業者を中心として既に内定している

と聞いております。 

２階、３階につきましては、富山をもっと楽

しむライフスタイルを発信する施設を計画し

ておられまして、現在、特定の相手方と条件

面などを交渉しているとのことであります。  

開業時期につきましては、現在、富山県内の

他の大型商業施設のオープンが続いているこ

とや、それに伴い店員等の確保に困難が予想

されることから、他施設のオープン後の状況

を見きわめながら、オープン効果を最大に引

き出せるよう、現在、出店する店舗の方々と

調整を図っているところであり、テナントの

オープンのめどといたしましては、来年の春

ごろを考えているとのことであります。 
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小西委員   竹田委員の質問に関連してですけれども、マ

ンションがたくさん建ってきているというこ

とを踏まえて、国土交通省が２０１７年の１

２月から翌年の２月にかけて、マンション政

策に関する自治体アンケート調査ということ

をやっています。それによると、マンション

の実態がわからないと答えた自治体が８割を

占めているというふうに言われているのです

ね。  

そういうデータがあるのですけれども、富山

市においても今新しいマンションが多いです

が、これから古くなるマンションが出てきま

すので、そういうマンションの戸数だとか管

理状況だとか、そういう実態調査を行ってい

く必要があるのではないかというふうに思い

ますけれども、その辺についてのお考えをお

聞かせ願います。  

活力都市創造部次長 古いですけれども、富山市におきましては平  

（技術担当） 成２０年度に分譲マンションの実態調査を一

度行っております。 

その際に、平成２０年４月現在で分譲マンシ

ョンが１１０棟、総戸数で６，０５５戸あっ

たということを把握しております。 

おっしゃるような古いもの、築後３０年以上

を経過したものについては１４棟ほどあった
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ということまで把握をしております。 

あわせて管理状況についても調査をいたしま

したが、全部で１１０棟のうち御回答いただ

けたのが半数の５０棟程度でございました。

回答をいただいたところからは、管理組合が

適切に運営されているというような御回答を

いただいております。  

小西委員   回答いただいたのですけれども、要は、調査

の回答をもらっていないところが問題になっ

てくるのだと思います。その辺の対策はその

時点で考えられていたのですか。今現在はど

うでしょうか。  

活力都市創造部次長 平成２０年と大変古いものでございまして、  

（技術担当） そのときにどのような対応をしたかというの

はちょっと把握はできておりませんが、おっ

しゃるように、管理組合がしっかり機能せず

問題があるということは、先ほども申し上げ

ましたけれども、三大都市圏などでは少し問

題として顕在化してきているというところで

ございます。 

本市におきましては、今はまだそういった相

談なども寄せられてはおりませんけれども、

先ほど申しましたように、国や他都市の状況

を注視いたしまして、マンションが適切に管
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理されますように、専門的な知識を有する富

山県マンション管理士会などと連携をしなが

ら、今後いろいろな情報提供などをしていけ

ればというふうに思っております。 

小西委員   今お答えになったのですけれども、こういう

マンションの管理制度について届け出制度を

設けていくということが必要ではないかとい

うふうに思うのですけれども、どうでしょう

か。  

活力都市創造部次長 確かに大都市圏ではそういった制度を導入し  

（技術担当） ているところもございますけれども、何回も

申しますが、富山市においてはまだそれほど

問題が顕在化していないということもござい

ますので、まずは管理組合に対する情報提供

など、いろいろと努めていくことが第一では

ないかと思っておりまして、届け出制度を今

すぐ導入するということについては考えてお

りません。  

委員長    ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    ないようですので、この程度にとどめます。 
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以上で、建設委員会活力都市創造部所管分を

終了いたします。  

午前１１時５３分  休憩  

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

午後  ０時１８分  再開  

委員長    引き続き、建設委員会建設部所管分の議案の

審査を行います。  

議案第１４２号  工事請負変更契約締結の件

（都市計画道路下新西町上赤江線大島橋上部

工工事） 

を議題といたします。  

これより、当局の説明を求めます。 

道路整備課長 〔議案説明資料により説明〕 

委員長    これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。  

〔発言する者なし〕 

委員長    ないようですので、これをもって議案の質疑

を終結いたします。 

これより、議案第１４２号の討論に入ります。 

討論はありませんか。  
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    討論なしと認めます。 

これより、議案第１４２号を採決いたします。 

本案件は、原案のとおり決することに御異議

ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    御異議なしと認めます。 

よって、本案件は原案可決されました。 

以上で、建設部所管分の議案の審査を終了い

たします。  

次に、報告案件として提出されている 

報告第３７号 専決処分報告の件（損害賠償

請求に係る和解の件）中、専決第１４号、専

決第１６号、専決第１７号 

を議題といたします。  

これより、順次、当局の説明を求めます。 

公園緑地課長 〔報告第３７号中 

専決第１４号について、 

議案書により説明〕 

道路管理課長 〔報告第３７号中 

専決第１６号について、 
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議案書により説明〕 

土木事務所建設課長 〔報告第３７号中 

専決第１７号について、 

議案書により説明〕 

委員長    これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    ないようですので、これをもって質疑を終結

いたします。 

なお、ただいまの報告案件につきましては、

議決不要のものです。  

次に、建設部所管分で、議案及びただいまの

報告以外に何か質問はありませんか。 

堀江委員   この夏もすごい豪雨、また洪水被害が出てお

りますが、浸水対策を進める上で計画降雨の

設定といいましょうか、そのあたりの基準を

変えるということが今後の検討課題になると

思いますが、見解をお聞かせください。 

河川課長   本市の浸水対策につきましては、市町村合併

以前からそれぞれの市町村で進めていたとい
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うことがありまして、各地域によって計画降

雨が異なっております。 

また、近年の降雨傾向としまして、平成２５

年度以前の降雨のデータで１時間当たりの降

雨量を出したところ、富山地域では、現在、

１時間当たり４９ミリメートルで計画してい

ますが、この平成２５年度以前の直近のデー

タですと、１時間当たり大体４５ミリメート

ル降ってしまうと。 

ただし、１０分間の短時間降雨ですと、今の

計画では大体１６．３ミリメートルですが、

大体１７ミリメートルぐらいに若干増えると

いうような状況にあります。  

ただ、現在の計画で進めています浸水対策の

事業が終わったところにつきましては、特に

計画降雨に伴う浸水被害の報告というものは

上がっていない状態ですし、数字的に見まし

ても現在の計画降雨については、とりあえず

は妥当だというふうに今のところは判断して

おります。  

小西委員   先ほど活力都市創造部の報告事項で、富山市

立地適正化計画を変更し、富山駅と東富山駅

間の新駅の周辺が居住誘導地域に追加された

ということなのですけれども、ここの西側の

下冨居地域は水害が発生しているところなの
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ですね。これについて水害対策の進展はあり

ますでしょうか。  

河川課長   この件につきましては、本年６月の委員会で

も説明したとおりで、開発行為の箇所につき

ましては、現在、県のほうでも業者を選定す

るとか一定の手続を踏まえておられる中で、

それに伴います流出抑制の関係につきまして

は、担当課等が協議を進めているという状態

になっています。  

本市としましては、今言われました新駅とか

県有地の開発、あと既存の未開発地も幾つか

ありますので、そういうところも含めて将来

開発した場合という前提での新たな浸水対策

をつくるということで、現在調査しておりま

す。  

今の進捗状況からいきますと、現況測量とか、

ポイントとなるといいますか課題となるとこ

ろをピックアップしながら、それに対してど

ういう対策が妥当かというところを、対策と

事業の実現性とか、そういうことも踏まえて

計画を策定している最中です。 

今後、県有地を払い下げた場所の開発行為の

計画が具体的に進むときには、当然、流出抑

制の規模とか、そういうことが具体的に協議

に上がってくると思いますので、そういうと
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ころにもしっかり対応できるように計画を進

めていきたいというふうに考えております。  

尾上委員   本市が管理するカーブミラーについてお伺い

します。 

先日、７月２５日に高岡市の立野の市道交差

点に設置してあったカーブミラーの支柱が折

れて通行車両に接触するという、大分前に起

きた事故が新聞に書いてあったのです。別に

隠していたわけではなかったみたいなのです

が。けが人はなかったようで、原因としては

支柱の腐食ということだったようです。 

当然のことながら、高岡市では管理する約２，

６００基のカーブミラーを総点検しますよと

いうことだったのですが、そんなことは事故

が起きる以前から本市ではちゃんと点検をさ

れていると思いますし、その前にも支柱の腐

食による折損事故というのは結構起きていま

すので、当然やっておられるというふうに思

っておりますが、本市でこのような事故が起

きたことはあるのですか。 

道路管理課長 過去をさかのぼりましたところ、本市ではカ

ーブミラーの損傷、劣化が原因となった事故

は、平成２５年度に１件ございました。 

平成２６年２月４日に富山市水橋辻ケ堂地内
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の市道で、カーブミラーの支柱の根元が腐食

していたために、強風に耐えられずに車道側

に倒れ、通行車両のバンパーと接触したとい

う事故が１件だけありました。 

尾上委員   先ほども申しましたが、当然点検はされてい

るというふうに思っているのですけれども、

具体的に本市の管理しておりますカーブミラ

ー等の管理の状況とか、管理していて支柱が

倒れる可能性があるぞというようなことで取

りかえた実績はあるものなのですか。 

道路管理課長 随時、職員による定期パトロールをしており

まして、異常を確認した場合には、職員がみ

ずから詳細な点検  打音したり、揺さぶって

みたり、目視点検をしております。 

そのほかにも、地区センターや市民から通報

があった場合にも、即座に現地のほうへ向か

いまして適切な対応をとっております。 

取りかえは状況によってですけれども、取り

かえなければいけない場合は、すぐにその場

で取りかえるということをいたしております。 

尾上委員   私が聞く町内からの要望事項で最も多いのが

カーブミラーの設置なのです。 

どんどんカーブミラーは増えていくと思いま
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すし、カーブミラーだけではなくて、市が管

理する細い支柱にくっついた標識といったも

のも多分あると思います。今御紹介いただい

た平成２５年度の話では、バンパーを壊した

程度ということなのでよかったのですけれど

も、カーブミラーは結構重たいと聞いている

ものですから、下手をすれば、通行している

人に当たって大きなけがにもつながるという

ふうに思いますので、十分点検して管理を進

めていただきたいと思います。 

委員長    ほかに質問はありませんか。 

〔発言する者なし〕 

委員長    ないようですので、この程度にとどめます。 

以上で、建設部所管分を終了いたします。 

建設部の皆さんは、退室願います。 

説明員が退室しますので、しばらくお待ちく

ださい。 

〔建設部退室〕  

委員長    これで、９月定例会の当委員会に付託されま

した全議案の審査は終了いたしました。 

委員各位に御相談申し上げます。  
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委員長報告については、正・副委員長に御一

任いただきたいと思いますが、いかがでしょ

うか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    それでは、そのように取り計らいます。 

次に、委員会視察について御相談いたします。 

まず、視察日程及び視察先につきましては、

皆さんに事前にお知らせしておりましたとお

り、１１月６日（水曜日）から８日（金曜

日）までの２泊３日の行程で、秋田市、座間

市、練馬区を視察したいと思います。 

それぞれの視察項目は、秋田市は、津波シミ

ュレーションシステムについて ＶＲです。

座間市は、災害現場等でのドローンの活用に

ついてです。練馬区は、ねりま防災カレッジ

事業についてです。 

このとおり実施することに御異議ありません

か。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    それでは、そのように決定いたします。 

議長に対しましては、この後、委員派遣承認

要求書を提出し、承認を得ることといたしま
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す。  

なお、この３日間の行程の詳細につきまして

は、正・副委員長に御一任いただき、委員各

位へは、決定次第、速やかに御案内したいと

思います。  

これをもって、令和元年９月定例会の建設委

員会を閉会いたします。 
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